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２００６－２００７年度 テーマ 
 

心の中にロータリーを 

地域と共に 
 

2006-07年度 国際ロータリー会長      次回例会予定       
ウ ィ リ ア ム ・ ビ ル ・ ボ イ ド           ６月１３日  委員会事業実績報告 

              ６月２０日  会長・幹事一年間を振り返って 

                            

         

VOL. ４４  No.３７ （通算Ｎｏ．２１20） 

 

２００7 年 6 月 6 日（水）例会プログラム 

点鐘 

君が代・ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸報告 

幹事報告 

会長挨拶                      

委員会事業実績報告 

各委員会 委員長                           

                                  弘経寺主管 金田大祐様 

                                

 

２００６－２００７年度      会長 松 村 仁 寿        幹事 青 木 正 弘 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例 会 場 ・ 例 会 日≫        ≪事 務 所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790   〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3F            釜久ビル 3F 

毎週 水曜日 12:30～13:30  ☎ 0297-22-1251   ℡0297-30-0875    Fax0297-30-0876 

E-mail   mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

URL    http://www.mitukaido-rc.jp/ 
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例会報告 Ｖｏｌ ４４ Ｎｏ．３６（Ｎｏ．2119） ５月２３日（水）晴れ (司会石塚克己委員長） 

本例会での主な事項 

◇会長挨拶   松村仁寿会長 

◇外部卓話   弘経寺主管 金田大祐様 

 

ビ ジ タ ー 

卓話者 弘経寺主管 金田大祐様 

 

幹 事 報 告 （熊谷 昇前幹事） 

週 報 受 理 牛久ＲＣ、水戸ＲＣ、水戸南ＲＣ、水戸西ＲＣ 

例会変更通知受理 牛久ＲＣ ６月４日（月）→６月９日（土）午後７時より 愛和病院内レストランテラス 

    ６月１１日（月）午後７時より クラブ協議会のため時間変更 

 

会 長 挨 拶 （松村仁寿会長） 

皆さん、こんにちは。弘経寺の金田大祐様ようこそうらっしゃいました。会員一同心より歓迎申し上げます。

後程卓話宜しくお願い致します。 

「目には青葉 山時鳥 初鰹」と言う有名な句があります。眼、耳、舌と三つ揃った春を詠んだこの句は、

我々日本人の持つ春の情景にしっかりと馴染んでいます。句ほどには知られていませんが、作者は江戸

時代の山口素堂という松尾芭蕉とも親交のあった俳人です。 

 この句は、鎌倉材木海岸詠まれたもので。青葉、山時鳥は、どこでも見聞きできますが、なぜ初鰹かとい

うと、相模湾の鰹業は有名だからです。「初鰹」の裏には、「女房、娘を質に置いても食べたい」と言う江戸

庶民の初物好きの姿が浮びます。「初物を食うと七十五日長生きをする」というところから来ている様で、ま

あ高値であろうと「初物」を食いたい、「宵越しの金は持たねえ」という、江戸庶民の気風が伺えると言うも

のです。 

 さて、現代に舞台を移してみますと、いつの間にか「初物」への期待感や昂揚感は薄れています。春夏

秋冬それぞれの季節を代表する「初物」も、野菜などは年中目にするのだから致し方ありません。それに、

今の庶民が口にする魚は、地中海、アフリカ沖など、遥か彼方の海で、捕れた物も多くいかにも俳句の趣

にそぐわないですね。 

 食卓に上がる魚は、世界中から集まってきます。「魚業」は、今では世界ビジネスです。最近は、健康志

向から「肉から魚へ」という食生活の変化で欧米はもちろん、中国などでも魚の消費が急上昇しています。

そのため、魚の奪い合いとなり日本の買い付け商社が、中国の業者に価格の競り合いに負ける事も出て

来ています。当然「魚資源」は、涸渇が危惧されいろんな魚の漁獲制限の動きが急です。 

 なんとも殺伐とした世の中に成って来たものです。この句のような季節感を味わう「初物食い」は最早贅

沢に成ったのかもしれません。 

 

外 部 卓 話  弘経寺主管 金田大祐様 

弘経寺の名称 

寿亀山 天樹院 弘経寺 

大本山増上寺別院 弘経寺 

 

弘経寺の由緒 

嘆誉良肇上人が１４１４年に開山 

千姫の菩提寺 

関東１８檀林 
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浄土宗の海外布教について 

浄土宗ハワイ開教区 

浄土宗ハワイ別院 

開教使・・・・海外に浄土宗を広める役目を持った僧侶 

 

ハワイで特に力を入れている活動 

日曜学校 

病院慰問 

臨終行儀 

文書伝道 

 

現在の弘経寺の活動 

本堂改修事業 

諸堂宇の改修計画 

「弘経寺だより」の発刊 

千姫まつり 

年中行事（開山忌、施餓鬼会、十夜会など） 

陶芸教室 

寺子屋英語教室 

秋彼岸（１０万本の彼岸花） 

 

出 席 報 告 （橋本忠昭委員） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 

４９名 ３２名 １７名 ０名 ０名 ６５．３０％ 

 

ニコニコボックス （登坂 寛ＳＡＡ）        入金計  ￥４６,０００   累計  ￥２,００６,０００ 

雨の中のゴルフ一生思い出として残ります。親睦委員会の皆様大変お世話になりました。 松村会員 

先週の卓話勉強になりました。皆さん、週２回休肝日を。私は会長が終わってから考えます。 大串会員 

金田大祐様、卓話宜しくお願いします。  プログラム委員会 

１７日、豪雨・暴風の中親睦ゴルフに参加頂いた皆様ご協力有難う御座いました。ゴルフの醍醐味を味

わっていただけたと思います。お体に十分留意下さいませ。  北村（英）会員 

親睦ゴルフ優勝いたしました。主催者のご好意によるものと感謝いたしております。因みにスコアーは 100

でした。  松坂会員 

先日のゴルフ大会で準優勝しました。とても嬉しかったです。  山野井会員 

先日の親睦ゴルフ大会雨の中お疲れ様でした。思いがけず３位入賞させていただきました。  福田会員 

栄えあるブービー賞を初受賞いたしました。皆様のご協力に感謝します。  青木（清）会員 

クラブ主催のゴルフコンペに入賞しました。  小島会員 

ゴルフコンペにて当日賞を頂ました。スコアーは聞かないで下さい。  鈴木（豊）会員 

親睦ゴルフご苦労様でした。大変美味しいエビを頂きました。  熊谷会員 

クラブゴルフコンペ、親睦委員会さんご苦労様でした。飛賞を頂きました。  古谷会員 

親睦ゴルフ松崎会員のオールフェアウエイショットに驚き、武藤・山野井会員のトークに笑いました。楽し

かったです。  石塚（克）会員 

先日のゴルフ雨の中ご苦労様でした。  横山会員 

先日の親睦ゴルフ大会、皆様大変悪天候の中本当にお疲れ様でした。  穂戸田会員 
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欠席が続きました。  田中・五木田  各会員 

クラブ協議会欠席しました。 青木（全）会員 

例会欠席しました。   草間・中川  各会員 

 

会報委員会  委員長 角田雅宣   副委員長 北村 仁   委員 山崎善市 

 
一年ほど前、私はこのページに、ロータリアンについて「自分たちのクラブや地域社会で、問題をそのまま

にしておいて満足してはいません。私たちがしなければ、と問い続ける人種なのです」と書きました。 

 昨年、私は、まさしくこのことを自らに問いかけながら、難題に立ち向かう何千というロータリアンにお目

にかかる機会を得ました。その独創性や志の大きさに驚かされたプロジェクト、信じられないような発想や

計画、洞察力の下に成し遂げられたプロジェクトを見てきましたし、クラブが自分たちの地域社会が直面し

ている問題の本質に取り組むため、さまざまな障壁を克服している姿を目の当たりにしました。そして、そ

れらが温かく、慈愛に満ちた、そして地域特性を知り尽くした手腕によって、──あるいは、しばしばロー

タリー財団の支援を得ながら成し遂げられたことも知りました。 

ニーズを見つけ出し成し遂げる 

  私が見てきたプロジェクトは、それぞれに特色があり、深い感銘を与えるものばかりでした。しかしなが

ら、最も感銘を受けたのは、資金や能力の不足、または単に見逃されていただけといった理由で、これま

では誰も手がけなかったニーズとの取り組みでした。 

 ときには、医療設備の不備や水源汚染のように、問題は明らかで、よく認識されているものもあります。

中には、年頃になった女の子がトイレの設備がない学校に通っているため、毎月ジレンマに直面している

というような公然と語られないような問題も含まれています。私がこの一年間に知ったことは、水の浄化装

置にせよ、血液銀行、ＨＩＶの治療、トイレの設備、あるいは識字率向上などの問題にせよ、ロータリアンた

ちは手がけるべきニーズを見つけ出し、それを成し遂げているということでした。 

知恵のある世話好きな人々 

 最も私の心に残ったプロジェクトは、真のニーズに合致し、暮らしをそっと変えるようなものです。切断手

術を受けた人のために低コストの義手を与え、彼らの職場復帰と自立できるように支援したロータリークラ

ブ、より多くの子どもたちが本に接する機会を与えるために図書館を支援した台湾のロータリークラブ、ア

フリカの病院の結核病棟で暮らす子どもたちの教育を援助したロータリークラブ、そして、その地域にはな

かった自閉症の子どもたちのための学校を建てたロータリークラブなど、単純ではあっても効果的なプロ

ジェクトを実施したロータリークラブのことを、私は決して忘れることはないでしょう。 

 これらは、これまでとは異なる真の違いを生み出すことができたプロジェクトのほんの一部にすぎません。

そこには過大評価や誇張はありません。これらのプロジェクトは、教育を施し、健康を増進し、よりよい未来

のために有効な機会をつくることによって、文字通り人々の暮らし向きを変えました。ロータリアンたちは莫

大な時間や労力、それに自らの資産を投入して実施したプロジェクトもありました。そこに踏み込み、状況

を見極め、必要なことを実行する、知恵があって世話好きな人々がいたからこそ成し遂げられたものもあり

ました。 

これからも大きな宿題を…… 

 今年度、世界中のロータリアンの皆さんが、どのように「率先しよう」を実践なさっているかを知ることは大

きな楽しみでした。私はこれから先の歳月も、この大きな課題を皆さんとともに取り組み続けていくことを楽

しみにしています。ローナと私は、皆さま方のご厚情に感謝しています。今年度は、私たちの暮らしも変え

ました。 

 WILLIAM B. BOYD 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 


